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清を検索の対象とした。 CEAー 1Cの酵素免疫測定法には当教室で作製した， NCA， NCA-2と




































3. CEA-1 C はheterogeneousで，体液中では分子量44万以上の高分子として存在した。
論文の審査結果の要旨
本研究は，モノクローナル抗CEA特異抗体を固相に用いた酵素免疫測定法によって，安定したCE
A-IC測定法を確立し，大腸癌患者血清中のCEA-ICの検出を行うと同時に， CEA-ICの物
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理化学的性状について検討を加えたものであるO
CEA-IC高値の胃癌患者胸水を標準標品として，健常者28例と大腸癌患者36例の血清CEA-I
C値を測定したところ，転移のある初発大腸癌または再発大腸癌患者の52.6%において有意に高い値が
得られた。また， CEA値が正常域にもかかわらず，高いCEA-IC値を示した例が大腸癌患者3例
に認められ，進行・再発大腸癌患者でありながら血清CEAが低値の症例ではCEA-ICの同時測定
が必要であることが示された。
また，免疫化学的検索により， CEA-I Cは分子量4万以上のheterogeneousな分子種であること
が示された。
これらの新しい発見は臨床上高く評価され，学位に価するものと考えるO
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